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法
第
二
百
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勾
留
状
に
代
わ
る
も
の
の
提
供
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
、
勾

留
状
に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
た
個
人
特
定
事
項
の
う
ち
勾
留
状
に
代
わ
る
も
の
に
記
載
若
し
く
は

記
録
が
な
い
も
の
が
法
第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
も
の
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
又
は
法
第
二
百
二
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
百
七
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
鑑
定
留
置
状
に
代
わ
る
も
の
の
提
供
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
、鑑
定
留
置
状
に
記
載
さ
れ
、

若
し
く
は
記
録
さ
れ
た
個
人
特
定
事
項
の
う
ち
鑑
定
留
置
状
に
代
わ
る
も
の
に
記
載
若
し
く
は
記
録
が
な
い
も

の
が
法
第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合

に
お
い
て
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
り
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
つ
て
は
、

法
第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
名
誉
若
し
く
は
社
会
生
活
の
平
穏

が
著
し
く
害
さ
れ
る
こ
と
又
は
同
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
行
為
を
防
止
で
き
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
弁
護
人
に
対
し
、
裁
判
書
の
抄
本
で
あ
つ
て
こ
れ
ら
の
個
人
特
定
事
項
の
記

載
が
な
い
も
の
そ
の
他
の
裁
判
書
の
謄
本
に
代
わ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
裁
判
書
抄
本
等
」
と
い

う
。）の
謄
本
又
は
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
裁
判
書
抄
本
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
達
し
て
裁
判
の
告
知
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

法
第
二
百
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勾
留
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
、
勾

留
状
に
記
載
さ
れ
た
個
人
特
定
事
項
の
う
ち
勾
留
状
に
代
わ
る
も
の
に
記
載
が
な
い
も
の
が
法
第
二
百
一
条
の

二
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
又
は
法
第
二
百
二
十
四

条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
百
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
鑑
定
留
置
状
に
代
わ

る
も
の
の
交
付
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
、
鑑
定
留
置
状
に
記
載
さ
れ
た
個
人
特
定
事
項
の
う
ち
鑑
定
留
置
状

に
代
わ
る
も
の
に
記
載
が
な
い
も
の
が
法
第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の

も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
り
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
き
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
つ
て
は
、
法
第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は
第
二
号
イ
に
規
定
す
る

名
誉
若
し
く
は
社
会
生
活
の
平
穏
が
著
し
く
害
さ
れ
る
こ
と
又
は
同
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
規

定
す
る
行
為
を
防
止
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
弁
護
人
に
対
し
、
裁
判
書
の
抄
本
で
あ
つ

て
こ
れ
ら
の
個
人
特
定
事
項
の
記
載
が
な
い
も
の
そ
の
他
の
裁
判
書
の
謄
本
に
代
わ
る
も
の
の
謄
本
を
送
達
し

て
裁
判
の
告
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

13

第
二
百
七
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
百
七
十
八
条
第
一
項
の
令
状
の
抄
本
そ
の
他
の
当
該
令

状
に
代
わ
る
も
の
の
提
供
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
令
状
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
個
人
特
定

事
項
の
う
ち
当
該
令
状
の
抄
本
そ
の
他
の
当
該
令
状
に
代
わ
る
も
の
に
記
載
又
は
記
録
が
な
い
も
の
が
法
第
二

百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
少
年

に
弁
護
人
が
あ
り
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
き
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
弁
護
人
に
対
し
、
裁
判
書
の
謄
本
又

は
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
裁
判
書
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
達
し
て
裁
判
の
告
知
を
す
る
に
当
た
り
、
当
該

裁
判
書
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
個
人
特
定
事
項
を
少
年
に
知
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
旨

の
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
新
設
﹈

14

第
二
百
七
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
百
七
十
八
条
第
一
項
の
令
状
の
抄
本
そ
の
他
の
当
該
令

状
に
代
わ
る
も
の
の
提
供
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
令
状
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
個
人
特
定

事
項
の
う
ち
当
該
令
状
の
抄
本
そ
の
他
の
当
該
令
状
に
代
わ
る
も
の
に
記
載
又
は
記
録
が
な
い
も
の
が
法
第
二

百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
少
年

に
弁
護
人
が
あ
り
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
つ
て
は
、
法
第
二
百
一
条
の
二

第
一
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
名
誉
若
し
く
は
社
会
生
活
の
平
穏
が
著
し
く
害
さ
れ
る

こ
と
又
は
同
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
行
為
を
防
止
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
弁
護
人
に
対
し
、
裁
判
書
の
抄
本
で
あ
つ
て
こ
れ
ら
の
個
人
特
定
事
項
の
記
載
が
な
い
も
の
そ
の

他
の
裁
判
書
の
謄
本
に
代
わ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
裁
判
書
抄
本
等
」と
い
う
。）の
謄
本
又
は
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
裁
判
書
抄
本
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
達
し
て
裁
判
の
告
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
新
設
﹈

（
処
置
を
と
る
べ
き
こ
と
の
請
求
）

（
処
置
を
と
る
べ
き
こ
と
の
請
求
）

第
三
十
四
条
の
三

裁
判
所
又
は
裁
判
官
は
、
前
条
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
三
項
の
規
定
に

よ
り
付
し
た
条
件
に
弁
護
人
が
違
反
し
た
と
き
又
は
同
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
時
期
若
し

く
は
方
法
の
指
定
に
弁
護
人
が
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
弁
護
士
で
あ
る
弁
護
人
に
つ
い
て
は
当
該
弁
護
士
の

所
属
す
る
弁
護
士
会
又
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
通
知
し
、
適
当
な
処
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
の
三

裁
判
所
又
は
裁
判
官
は
、
前
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
付
し
た
条
件
に
弁

護
人
が
違
反
し
た
と
き
、
又
は
同
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
時
期
若
し
く
は
方
法
の
指
定
に

弁
護
人
が
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
弁
護
士
で
あ
る
弁
護
人
に
つ
い
て
は
当
該
弁
護
士
の
所
属
す
る
弁
護
士
会

又
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
通
知
し
、
適
当
な
処
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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